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A Nate on the Institute for Nature Study (Supplement 1988"-'1991) 

Shinji Chiba* and N aoki Sakamoto** 

自然教育園の鳥類については， 1985年から1988年の前半までの記録を自然教育園報告第20号に報告し

たが，その後の記録についてここに報告することとした。

本報告では,1988年後半から観察されている鳥類を全てとりあげ，それ以前の記録もふまえて全体的

考察をしてみた。

この報告を記すにあたり，自然教育園内での記録の提供を受けた多くの方々に謝意を表する。

1988年後半から1991年までの記録

カイツプリ目 PODICIPEDIFORMES 

カイップリ科 PODICIPITIDAE 

1. カイップリ Podiceps ruficollis poggei (Reichenow) 

1980年から1982年の 3年間繁殖行動が見られ，1983年から1987年までは見られなかったが，1988

年以降は，毎年水生植物教材園内で営巣し，雛の巣立つのを観察している。毎年4月から 7月

に営巣する。

1988.8.14 3羽巣立つ ・1989.6.25雛3羽確認 ・1990.6.1雛5羽確認・1991.5.26雛5羽確認

コウノトリ目 CICONIIFORMES 

サギ科 ARDEIDAE

2. ゴイサギ Nycticora.x nyctzcora.x nycticora.x (Linnaeus) 

水生植物教材園 ・ ひょうたん池•水鳥の沼で，例年 4 月中旬から 9 月までの間多く見られる。

多くは幼鳥。 他の月にも見ることができる。

3. ササゴイ Butoガdesstガatusamurensis (Schrenck) 

稀にひょうたん池 • 水鳥の沼に飛来する程度。

1988.8.25(幼鳥）水鳥の沼

4. ダイサギ Egretta alba (Linnaeus) 

春の移動期や冬季に多く見られる。記録も多く ，例年観察されている。

1990.1. 7 • 1991.11.10• 1991.11.17水生植物教材園

＊ 国立科学博物館附属自然教育園，Institutefor Nature Study, National Science Museum 
＊＊平和精機株式会社， HeiwaSeiki Co., Ltd. 
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5. コサギ Egrettagarzetta garzetta (Linnaeus) 

年間通して見られるが， 冬季に観察頻度が高い。夏季は見られないこともある。 1~3 羽を水

生植物教材園・ひょうたん池・イモリ の池等で見る。

ガンカモ目 ANSERIFORMES 

ガンカモ科 ANATIDAE 

6 オ ミノトリ Aix galeガculata(Linnaeus) 

毎年 8 月下旬に飛来し，翌年 4 月まで滞在する。ひょうたん池 • 水生植物教材園 • 水鳥の沼等

で見られる。かっては，158羽 (1964年）の多くが飛来したこともあるが，1981年頃から減少し，

1985年頃から再び漸増の傾向が見られている。年末に一時的に増加することもある。

1988.11.6(27羽） ・1989.10.22(22羽） ・1990.12.9(19羽） ・1991.12.8(26羽）

「初認日 」 1981.6 .2 1 ・ 1982 .7. 18• 1983.9.11 ・ 1984.7.15• 1985 .8 .16• 1986.8.24• 1987 .9 .6 • 

1988.9.23• 1989.8.20• 1990.8 .14• 1991.8.16 

「終認日 」 1982.3.28 • 1983.4.26• 1984.4 .28 • 1985.3.31 ・ 1986 .4 .6• 1987. 3.1 ・ 1988.4.3 •

1989 .3.2 1 ・ 1990 . 1.15 • 1991.1.27 

7. マガモ Anasplatyrhynchos platyrhynchos Linnaeus 

稀に飛来する程度。イモリの池 • ひょうたん池 • 水生植物教材園 • 水鳥の沼等で見られる。

1991 . 1 . 6~ 1991 . 3 . 17 (d"・早 ：越冬）

8. カルガモ Anas poecilorhyncha zonorhyncha Swinhoe 

年間通して観察される。冬季よりも夏季に頻度高く観察できる。

1991年には，水生植物教材園で繁殖したのを確認した。

1991.5.26(雛 7羽）・ 1991.7.21(2羽巣立つ）

9. コガモ Anascrecca crecca Linnaeus 

過去の記録としては， 104羽 (1970年）の記録がある。 1980年頃より少なくなり，記録されない

年もあった。

1990.1.21 (2 羽） ・ 1 990.3.4• 1991.1.27• 1991.12.8 (11羽） ・1991.12.22(18羽）

10. ホ シハジ ロ Aythya fi函na(Linnaeus) 

きわめて稀。 1989.12.17(d": 水生植物教材園）

11. キンクロハジロ Aythya fuligula (Linnaeus) 

きわめて稀。 1989.11.18(d": 水生植物教材菌）

ワシタカ目 FALCONI FORM ES 

ワシタカ科 ACCIPITRIDAE 

12. オオタカ Accipiter gentilis fujiyamae (Swann & Hartert) 

冬季に観察されることが多い。 1991.11.3• 1991.11.7 

13. サシバ Butasturindicus (Gmelin) 

渡りの時期に自然教育園上空を通過する個体を目撃。 1989.10.15

ハヤプサ科 FALCONIDAE 

14. ハヤプサ Falco peregガnus;aponensis Gmelin 

冬季に上空を通過するのを目撃。
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キ ジ 目 GALLIFORM ES 

キ ジ 科 PHASIANIDAE

15, コジュケイ Bambusicola thoracica thoracica (Temminck) 

繁殖している。やや個体数が減少しているか。

ツル目 GRUIFORMUS

クイナ科 RALLIDAE 

16, クイナ Rallusaquaticus indicus Blyth 

稀に飛来する。 1991.3.19水生植物教材園

チドリ目 CHARADRIIFORMES 

カモメ科 LARIDAE 

17, ユリカモメ Larus ridibundus sibmcus Linnaeus 

1982年頃より，自然教育園上空を通過して行くのが観察される。

ハト目 COLUMBIFORMUSES

ハト科 COLUMBIDAE

18, キジバト Streptopelia onentalis orientalzs Latham 

園内で繁殖。夕方になると園外からも飛来し姫として利用する個体もある。

19, アオバ ト Sph . enurus szeboldzi szeboldii (Temminck) 

稀に飛来。1989.11.3(早）森の小道

ホトトギス目 CUCULIFORMES 

ホトトギス科 CUCULIDAE 

20, カッコウ Cuculus canorus telephonus Heine 

渡りの途中に稀に立ち寄ることがある。 1989.5.24水鳥の沼周辺

フクロウ目 STRIGIFORMUS 

フクロウ科 STRIGIDAE 

21, アオバズク N znox scutulatas ;apomca (Temminck & Schlegel) 

例年夏鳥として渡来する。園内で繁殖。

プッポウソウ目 CORACIIFORMES 

カワセミ科 ALCEDINIDAE 

22, カワセミ Alcedo atthis bengalensis Gmelin 

園内で繁殖。 1988年ー1989年は繁殖。 1990年以降は確認されていない。

1988年の記録 3.20( 早 ・ 子確認） • 4. 17-5. 29 (抱卵 ・育雛）

5.29頃（巣立ち）

1989年の記録 3.21(早・子確認） ・4.22-5.21(抱卵 ・育雛）

5.21頃（雛 3 羽巣立ち） • 7.16(2回目の雛3羽巣立ち）
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1990年の記録 4.15( 早 ・ 子 確認） • 4.14-5.6 (巣穴への出入りを確認したが，その後中止）

キッツキ目 PICIFORMUS 

キッツキ科 PICIDAE 

23, コゲラ Dendrocopskizuki seebohmi (Hargitt)) 
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1986年6月に初めて観察されて以来，今は周年観察されるようになった。 1990年には繁殖が確

認され，以後毎年繰り返されている。

1990.5.6森の小道付近でスダジイの樹幹にある孔から雛が顔を出しているのを観察。

スズメ目 PASSERIFORMES 

ツバメ科 HIRUNDINIDAE 

24. ツバメ Hirundo rustica gutturalis Scopoli 

毎年5月から 8月にかけて飛来する夏鳥。自然教育圏は採餌場所として利用している。主に水

生植物教材園付近の開けた場所に見られる。

「初認日 」 1980 . 4. 1 2 • 1981.3.29 ・ 1982.4.11 ・ 1983.5.3 • 1984.4.8 • 1985.4.21 ・ 1986.4.13 •

1987 .4. 19 • 1988 .4.10 • 1989 . 4.29 ・ 1990 . 4.14 • 1991.4.14 

r終認日 」 1980.8.25 • 1981.8.30 • 1982.8.8 • 1983.8.2 1 ・ 1984.8.16 • 1985.8.16 • 1986.9.7 • 

1987.8.25 • 1 988.8.2 1 ・ 1990 . 7 .14 • 1991.8.18 

セキレイ科 MOTACILLIDAE 

25. キセキレイ Motacilla cinerea robusta (Brehm) 

9 月中旬から 12月にかけて 1~2 羽が姿を見せる。ひょうたん池• 水生植物教材園等の水辺で

観察することが多い。

1988.9. 18~12.4(1~3 羽） ・ 1 989.10 . 1~12.23 ( 1 ~2 羽） ・ 1990.10. 7~11 .18 · 1991.10 .10~ 

11.10 

26. ハクセキレイ Motacilla alba lugens Gloger 

毎年10月から翌年の 4月頃迄の冬季に多く観察される。稀に夏に見ることもある。主に水生植

物教材園付近で観察。

夏季の記録としては，1980.6.28(幼鳥 1羽） ・1990.7.14(1羽）がある。

ヒヨドリ科 PYCNONOTIDAE 

27. ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis amaurotis (Temminck) 

周年見られる。 3 月~4 月 ， 1 0 月 ~1 1月の渡りの季節になると一時的に個体数が増加する

のが認められる。特に，秋の渡りの時期には多くなる。渡りをする個体と，渡りをしない個体

がいるのかどうかは不明であるが，本種は，かっては冬鳥で10月から翌年5月にかけて見られ

ていたものである。 1970年頃から観察頻度は低いが周年観察されるようになり ，1975年には，

普通に観察されるようになった。東京都内では，1965年頃より繁殖が確認されるようになって

きた。

モズ科 LANIIDAE

28. モズ Laniusbucep加lusbucep加lus Temminck & Schlegel 

1974年頃迄は，繁殖が確認されていたが，その後確認されない。かっては，7月から 8月にか

けての 1月程一時的にいなくなる程度であったが，現在は，10月から翌年4月にかけて観察さ

れる程度となった。開放的な明るい地域がなくなりつつあるのが一因になっているのかも知れ

ない。

ヒタキ科 MUSCICAPIDAE 

29. コマドリ Erit加cusakahige akahige (Temminck) 
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極めて稀に飛来。 1987.4.26水鳥の沼（前報告に未記載の記録）

30. ルリビタキ Tarsiger cyanurus cyanurus (Pallas) 

冬季に比較的多く観察されている。

1987.1.25 • 1988.12.18 • 1989.1.29 ・ 1990.1.7~1.15 (以上辛） ・1990.12.16・1991.1.6・2.3 (以

上d"')

31. ミ令ノョウヒタキ Phoemcurus auroreus auroreus (Pallas) 

例年10月頃に飛来し12月にかけて多く観察される。園内での越冬は確認されていない。年によ

って飛来個体数に多い少ないがあるようで，1989年は多かった。

「初認日 」 1970 . 12.11 ・ 1972 . 10 .28 · 1973 . 10.26 • 1974 .10.10 • 1980.10.28 • 1983 11. 20・1984. 

12.9 ・ 1987.11.1 ・ 1988.11.3 • 1989.11.3・1990.10.21・1991.11.10

32. クロッグミ Turdus cardis Temminck 

稀に飛来する。これまでは 4月.5月の記録が多い。

1989.4.15 (d"')水鳥の沼

33. アカハラ Turdus chrysolaus Temminck 

10月下旬から11月上旬にかけて渡来し，翌年4月中旬まで滞在する。 1970年代は，渡来の時期

がやや遅く，渡去の時期も遅い傾向が見られた。

渡来当初は，森の小道付近のムクノキ等で採餌しているが，その後は地上におりて採餌してい

るのが見られる。

「初認日」1972.12.21・1973.12.2・1974.11.10• 1980.10 .. 30• 1981.11.8• 1982.11.3・1983.11.1・ 

1984.11.11 ・ 1986.11.9 ・ 1987.11.8 • 1988.12.4 • 1989 .12 .3 • 1990.11.3・1991.11.3 

34. シ ロハラ Turdus pallidus Gmelin 

アカハラやツグミとほとんど同時期に渡来し，越冬している。園内での生活もアカハラに類似

しているが，やや個体数は多いようである。 4月中旬まで見られる。

「初認日 」 1980.10 .30 · 1981.ll .8 •1982.11.14•1983.ll.1 ・ 1984.11.11•1985.12 .8 •1986.ll.16 ·

1987.11.1 ・ 1988.11 . 6• 1989.11.12・1990.11.3・1991.11.3 

35. マミチャジナイ Turdus obscurus Gmelin 

1980年代に入ってから毎年渡来するようになった。園内に渡来するツグミ類の中では，も っと

も早く訪れるツグミの仲間である。

1988.10 .16 · 1989.11.3• 1991.10.20 

36, ツグ Turdus naumanni eunomus Temminck 

ッグミの仲間では，も っとも個体数も多く，普通に観察される。11月上旬に渡来し，翌年4月

下旬まで滞在する。年により渡来個体数に多少があり， 1984年 ・1988年 ・1991年の冬季は多か

った。

「初認日 」 1979.11.6 · 1980.10.30 · 1981.11.1 ・ 1982.11 . 6• 1983 . 10.23 • 1984.11.4・1985.11.9・

1986.11.3• 1987 .11.8 · 1988 .11.6 • 1989.11.3 • 1990 . 10.28• 1991.11.3 

「終認日J1980.4.29 ・ 1981.4.29 ・ 1982.5.5 • 1983.4 .23 • 1984 .4.24 • 1985.5.5 • 1986.4.29・

1987.5.3• 1988.4.24・1989.4.29・1990.4.29・1991.4.28

37. ヤプサメ Cettia squameiceps (Swinhoe) 
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稀に飛来する。 1990.4.22(2羽）水鳥の沼

38. ウグイス Cettia diphone cantans (Temminck & Schlegel) 

例年10月中旬から翌年5月頃までとどまる。夏季に観察されることもある。

「初認日 」 1980.10.12•1981.ll.l ・ 1982.10 .3 1 ・ 1983.10.28•1984.ll .4 •1985.ll . 7 •1986.ll.24 ·

1987 . 11.1 ・ 1988.11.3• 1989.11.3 • 1990.9 .24 • 1991.11.3 

「初判鳥日」1980 .3.8 • 1981.3.3·1982.3.14·1983 .2.6 • 1984.3 .18• 1985. 3.24 • 1986.3.9 

「夏季の記録」1983.6.28 湿地 ・1984.7.15

39. コヨ シ キリ Acrocephalus bistガgiceps Swinhoe 

稀に飛来する。多くは春の渡りの時期に観察している。

1991.10.10 水生植物教材園

40. オオヨシキリ Acrocephalus arundinaceus oガentalis(Temminck & Schlegel) 

例年春の渡りの際に多く飛来するが， 2~3 日でいなくなる。時に秋季の渡りの際にも立ち寄

ることがある。多 くは水生植物教材園で見られる。

1981.4.23·5.5·1982.5.20• 1984 .6.3 • 1985.8.25 • 1986.4.27• 1988.6 . 19• 8. 16• 1990.5.20• 

1991.5.12• 5. 19• 5.26 • 8.16 (何れも l羽）

41. エゾムシクイ Phylloscopus tenellipes Swinhoe 

4月から 5月にかけての春の渡りの際に時々飛来する。メポソムシクイ(P.borealis)は，秋の渡

りの際にも観察されているが，本種は，春の記録のみ。

1990.5.3(3羽）旧建物跡地

42. センダイムシクイ P. occipitalis coronatus (Blyth) 

例年4月下旬から5月上旬の春の渡りの時期に飛来する。もっとも普通に観察することができ

る。森の小道付近 ・武蔵野教材園 ・ひょうたん池 ・イモリの池・旧建物跡地等園内のあちこち

で観察されている。

1981.4.19• 4.29 · 5.3 ·1982 .5 .3 • 5.5 (3 羽）・ 1983.4.29 ・ 1984.4.20(4 羽）• 4. 24 • 5. 5 (2 

羽）・1985.4.21(2羽）・1986. 4 . 29 • 5 . 3 (2 羽） ・ 1988.4.24 • 5.8 •1980.4.29 (2 羽） ・ 1990.4.30 •

5.3 • 1991.4.28 

「秋季の記録」 1982.10.10• 1985.9.22 (3羽） ・1987.10.4(2羽） ・1990.10.14(2羽）旧建物跡

地・森の小道付近

43. キビタキ Ficedula narczssina narcissina (Temminck) 

多くは例年9月下旬から10月下旬にかけての秋の渡りの際に飛来する。また，4月下旬から5

月上旬に書けての春の渡りの際にも，時々飛来することもある。秋の方が定期的である。

1980 . 9 . 28 • 10 . 5 (8羽）・10.26 • 1981.9.23 (3羽）・10.11・1982. 9 . 23 (3 羽） ・ 10.17•1983.10.2 

(3羽） ・10.10 (4 羽） ・ 10. 28•1984.10.10 (3羽） ・10.14(5羽） ・10.28 (4 羽） ・ 1985.9 . 22 •

10.27 (3羽）・ 1986. 9 . 28 (3 羽） ・ 10 .5(7 羽） ・ ll. 3 • 1987.10.4 (6羽）・10.18(7羽）・10.25

(3羽） ・1988.10.9(4 羽） ・ 10 .30 • 1989.10.8• 10.15• 1990.9. 24 • 10.28• 1991.9 .22 • 10.13 

(4羽） ・11.3 (3羽）など

「春季の記録」 1981.4.26 • 1984.5 . 12• 1986 .4.29 · 5.3 • 5.5 ·1988 .5.8 • 1989.4.29など
44. オオルリ Cyanoptila cyanomelana cyanomelana (Temminck) 
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4 月と 10月の春•秋の渡りの時期に飛来する。

「春季の記録J1981.4.5 (cl") 森の小道付近• 4.29 (cl") 正門付近・ 1990 • 4.30 (ク）水生植

物教材園

「秋季の記録j1981.9.23(cl")三叉路 ・1986.10.20(早）・ 1989.10.8(早）森の小道付近・

1990.10.14 (cl")森の小道付近など

45. サメビタキ Muscicapa sibznca szbznca Gmelin 

稀に飛来する。 1988.10.9 水鳥の沼• 10.10 イモリの池

例年9月中旬から10月にかけて飛来する。武蔵野教材園・旧建物跡地・ 水鳥の沼• 森の小道付

近 ・三叉路など菌内のあちこちで見られる。

1985.9.29 ・ 1986.9.28• 1987.9.23• 10 .4• 1988.10.9• 1989.10.8・1991.9.29 (1~3 羽が見

られる）

47. コサメビタキ Muscicapa latirostガs Raffles 

サメビタキ同様秋の渡り時期に見られるが，少ない。

1987.10.4 武蔵野教材園 ・1990.10.14 森の小道付近

48. サンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata atrocaudata (Eyton) 

稀に春，秋の渡りの時期に飛来する。 1991.10.10 (早）武蔵野教材園

エナガ科 AEGITHALIDAE 

49. エナガ Aegithaloscaudatus tガvirgatus Temminck & Schlegel 

きわめて稀に飛来する。

1990.10.28 武蔵野教材園 ・ 1991.2.3 • 2.10 ひょうたん池

シジュウカラ科 PARIDAE 

50. ヒガ―フ Pallusater znsulans Hellmayr 

稀に飛来する。 1987.3.6 水鳥の沼

51. ヤマガラ P. varius varius Temminck & Schlegel 

春季と秋季に観察される。

「春季の記録」 1987.4.29·1989.4.15• 1990.10.28• 1991.3.31~6. 30 

「秋期の記録」 1985.10.10~10.20• 1989 .10. 1~ 11. 3 • 1990.10 .28~12.9 ・ 1991.8 .25~12.22

52. シジュウカラ P. major minor Temminck & s・chlegel 

周年生息し，園内で繁殖している。現在40番い以上が繁殖しているものと推察している。

「初囀り日 」 1981.1.18• 1982.1.31 ・ 1983 . 1 . 23• 1984.2.5·1985.1.27·1986.1.26·1988.1.24• 

1989.1.29・1990.1.21

メジロ科 ZOSTEROPIDAE 

53. メジロ Zosteropsjaponica japonica Temminck & Schlegel 

周年生息する。 1991.5.5正門付近で巣内の雛を確認• 5.6巣立つ

ホオジロ科 EMBERIZIDAE 

54. ホオ ノゞロ Embeガzacioides ciopszs Bonaparte 

1976年頃迄は繁殖してが，その後の繁殖記録はない。近年は 3 月~4 月頃， 11月 ~12月頃に観

察されるが，越冬の記録はない。時々夏季にも観察されることがある。
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1988.10.30 • 11.6• 12.25水生植物教材園 ・ 1989.4.22• 7.2(6"1)・11.3・12.23・1990.10.28・

11.18 旧建物跡地 ・ 1991.10.20 • 10.26 水生植物教材園（何れも 1羽）

55. カシラダカ Embeガzarustica latifascia Portenko 

例年10月下旬にアオジとほぼ同時期に飛来するが，12月にはいなくなる。園内では，越冬して

いないように思われる。

1985.11.17 · 1986.11.3 · 1988.11.3• 1989.2 . 11• 3.23 • 11 .3• 1990.3 .2 1 ・ 10.28 • 1991.2.10 • 
3.17 

56. アオジ Embeガzaspodocゅhalapersonata Temminck 

57. ク

58. ア

ホオジロの仲間では．もっとも普通に観察される。 10月下旬から翌年5月上旬まで滞在し， 5 

~10羽が越冬する。

「初認日」1979.11.2・1980.10.26・1981.10.25・1982.10.27・1983.10.23・1984.10.28・1985.

10.20·1986.10.26• 1987.10.25・1988.10.23・1989.10.22・1990.10.21・1991.10.26

「終認日 」 1981.5.3 • 1982.5.5•1983.5.3 • 1984.5.6 • 1985.5.3 • 1986.5.5 • 1987.5.3 • 1988.5.8 •

1989.5.5 • 1990.5 .6 • 1991.4.29 

ロン Embenzavanabzlis Temminck 

4月から 5月， 11月の渡りの時期に飛来する。毎年観察されているが， 1983年から1984年にか

けては， 1羽が越冬した記録がある。

1988.4.3 ひょうたん池 ・10.23 水鳥の沼• 1990.10.21 三叉路付近

アトリ科 FRINGILLIDAE 

リ Fガngillamontif, ガngilla Linnaeus 

稀に飛来する。 1991.3.17(6"1)武蔵野教材園

59. カワラヒワ Carduelzs sinica (Linnaeus) 

60. ウ

周年生息している。 10月から12月には個体数も多 くなる。 1975年当時に比べると多くなってい

る。繁殖しているものと思われるが，確認はしていない。

、 Pyrrhulapyrrhula gnsetventns Lafresnaye 

冬季稀に飛来する程度。 1991.11.17 (6"1)水生植物教材園

61. イカル Eophonapersonata personata Temminck & Schlegel 

冬季稀に飛来する程度。 1991.10.13 (6"1 2羽）森の小道付近

62. シメ Coccothraustescoccothraustes japonicus Temminck & Schlegel 

例年10月下旬から翌年5月上旬まで見られる。全域で見られるが．特に森の小道付近ではよく

見られる。渡来初期と終期に個体数が増える。 1986年~1987年にかけては渡来個体数が多かっ

た (1986.10.26 • 1 3羽）。

「初認日 」 1979.10.30 • 1980.10 . 19 ・ 1981.11.1 ・ 1982 . 10 .27 • 1983 .10.28• 1984.10.28・1985. 

11.17 · 1986.10 .26 · 1987 .10.25 • 1988.10.16 · 1989.11.3 • 1990.11.3 • 1991.11.3 

「終認日 」 1980.4.25 • 1981.5.5 • 1982 .4.18 • 1983 .4.26 • 1984.5 .12 · 1985.4.28 · 1986.5.5 • 

1987.5.2• 1988.5.5• 1989.5.5• 1990.5.6・1991.4.29 

ハタオリドリ科 PLOCEIDAE 

63. スズメ Passermontanus saturatus Stejneger 
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周年見られる。繁殖期が終わると幼鳥が多く見られ，個体数も多くなる。 1970年頃までは，園

内の中心部にまで入ることが少なかったが，以後全園内で見られるようになっている。

ムクドリ科 STURNIDAE 

64. ムクドリ Sturnus cineraceus Temmmck 

周年見られる。夏季には幼鳥の集まるのが見られ，近年はあまり大きな群れが記録されていな

いが，かっては，冬季になると 300羽程の群れを見ることもあった。

カラス科 CORVIDAE 

65. オナガ Cyanopica② ana ;aponica Parrot 

周年見られる。園内を移動しながら採餌や休息をしている個体が多い。特に正門付近，事務所

跡地付近，水鳥の沼付近に多く見られる。

orvus corone onenta恥 Eversmann66. ハシポソガラス C 

11月下旬から翌年4月まで見られる。かっては200羽近くの群れが飛来し，時に利用することも

あった (1980. 2 . 2 • 177羽）。現在は，あまり多くない。正門付近のムクノキに止まり，後に婚

入りするのをよく見る。

67. ハシプトガラス Corvus macrorhynchos japonensis Bonaparte 

周年見られる。個体数も多い。冬季には，約2000羽をかぞえることもある。朝早く園内を飛び

立ち東京湾の埋め立て地の方まで採餌に行き，夕方になると時に帰るという行動が毎日規則的

に行われている。

東京都内に時にする森林が無くなったため，都内の森林の残っている地域では，自然教育園と

同様な現象が見られている。
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